
第７回 伊方町健康交流施設 亀ヶ池温泉 

再建検討委員会次第 
 

日時：令和４年５月 19 日（木）14 時 00 分 

場所：伊方町庁舎３階会議室 

 

 

１ 開会挨拶 濱松 委員長 

 

 

２ 委嘱書交付 

 

 

３ 議題 

（１）委員会設置要綱の改定について 

 

 

（２）仮営業に係る進捗について 

 

 

 （３）寄付状況について 

 

 

（４）基本設計について 

 

 

 （５）その他 

 

 

４ 閉会 



（議題１） 

伊方町健康交流施設 亀ヶ池温泉再建検討委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 令和３年８月１９日の火災により焼失した伊方町健康交流施設 亀ヶ池温泉に関 

して、経済性・地域振興・町民感情など今後の施設の在り方を検討するため、伊方町健 

康交流施設 亀ヶ池温泉再建検討委員会を設置する。 

 

（組織） 

第２条 委員会は、次に掲げるものから町長が委嘱する。 

（1） 行政関係者（副町長を含む） 

（2） 学識経験者（外部含む） 

 

（委員長） 

第３条 委員会に委員長をおく。 

（1） 委員長に副町長を宛て、委員会を代表し、会務を統括する。 

 

（会議） 

第４条 委員長は、委員会の会議を招集し、その議長となる。 

（1） 会議の運営に必要な事項は、委員長がその都度会議に諮って定める。 

（2） 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させ、意見を

聞き、又は委員以外の者から資料の提出を求めることができる。 

 

（庶務） 

第５条 委員会の庶務は伊方町役場観光商工課において行う。 

 

（アドバイザー） 

第６条 委員会にアドバイザーを置くことができる。アドバイザーは委員会の求めに応じ 

て、必要な専門的見地から助言をし、委員会に出席することができる。 

 

（委任） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会 

に諮って定める。 

 

附則 

この要綱は、令和３年９月１日から施行し、伊方町健康交流施設 亀ヶ池温泉の今後の方針

が決定されたときにその効力を失う。 

この要綱は、令和４年５月 19 日から施行する。 
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（議題１） 

伊方町健康交流施設 亀ヶ池温泉再建検討委員会設置要綱（令和３年９月１日施行）新旧対

照表 

改 正 前 改 正 後 

第１条～第４条 省略 第１条～第４条 省略 

（庶務） （庶務） 

第５条 委員会の庶務は伊方町役場観光商

工課観光商工室において行う。 

第５条 委員会の庶務は伊方町役場観光商

工課において行う。 

第６条～第７条省略 第６条～第７条省略 
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（議題１） 

伊方町健康交流施設 亀ヶ池温泉再建検討委員会 委員名簿 

委員長   副 町 長   濱 松 一 良 

委 員   伊方町区長会長   渡 邉 宗 光 

元伊方町区長会長   下 野 保 久 

大字二見地区区長会総代   二 宮 誠 司（二見区長） 

元大字二見地区区長会総代   上 野 眞喜男（古屋敷区長） 

       (株)ｸﾘｴｲﾄ伊方  兵 頭 信 之（支配人） 

       総務課長     橋 本 泰 彦 

       総合政策課長   菊 池 嘉 起 

       建設課長     寺 谷 哲 也 

       保健福祉課長   中 田 克 也 

       農林水産課長   菊 池 暁 彦 

       観光商工課長   清 水 浩 二 

ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ   東矢建築経営コンサルタント 

東 矢 英 二 

事 務 局 観光商工課     阿 部 友 樹 

松 澤 俊 英 

松 平  大 
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（議題２） 

仮営業に係る進捗について 

 

令和４年４月１日から温浴棟及び宿泊所のみの仮営業を行っており、運営状況につ

いては下記のとおりです。 

 
１ 営業範囲 

  ○温浴棟、簡易宿泊施設 

  ×家族・福祉風呂、岩盤浴、レストラン、売店、足湯、施術、ﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝﾙｰﾑ 

 

２ 営業範囲図 
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（議題２） 

３ 仮営業の運営状況 

 

  令和４年４月実績 

   利用者 7,991 名（2,942,705 円） 

   入浴  7,860 名（2,309,600 円） 

   宿泊   131 名（ 516,000 円） 

   物販   189 件（ 117,105 円） 

   ※利用者数前年度同月比 96.3％ 

 

  令和４年５月実績（5/18 終了現在） 

   利用者 5,731 名（2,619,087 円） 

   入浴  5,615 名（2,083,700 円） 

   宿泊   116 名（ 464,500 円） 

   物販   234 件（  70,887 円） 

 

  ※（ ）内は売上金額 
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（議題３）

（R4.5.16現在）

令和３年度 令和４年度 小計

60件 6件 66件

3,988,264円 373,925円 4,362,189円

211件 11件 222件

6,652,266円 45,153円 6,697,419円

３　募金箱からの寄付金（令和３年8月25日より4カ所に設置） 325,865円 4,363円 330,228円

30件 件 30件

970,000円 円 970,000円

122件 件 122件

2,228,302円 円 2,228,302円

423件 17件 440件

14,164,697円 423,441円 14,588,138円

※１　ふるさと納税からの寄附金について、亀ヶ池温泉再建についてコメントで触れているものは「亀ヶ池温泉への寄附金」と判断

※２　クラウドファンディングからの寄附金については、寄附金募集期間12月31日終了時点までの合計

※３　未入金があるためサイト上の表示（１２６人、２,２５９,３１２円）とは一致しない

亀ヶ池温泉再建支援　寄附金合計

６　合計

5 クラウドファンディングからの寄附金（目標額　1,500,000円）※2,3

4 ふるさと納税からの寄附金　※1

２　口座振込からの寄附金（現在、４口座開設中）

１　直接持って来ていただいた寄附金（手渡し・現金書留）
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（議題４） 

基本設計について 

 

 伊方町健康交流施設亀ヶ池温泉の令和３年８月 19 日に発生した火災による

焼失部分の再建及び施設運営の効率化を図るため、現在、設計業務を進めてお

ります。 

 

１ 設計業者 

   株式会社矢野青山建築設計事務所 代表取締役 矢野 寿洋 

 

２ 建物の計画概要 

  ○レストラン 

  ○物販スペース 

  ○コワーキングスペース 

  ○キッズスペース 

  ○リラクゼーションスペース 

  ○宿泊施設 ７部屋 

   ・一般客室    ６部屋 

   ・家族兼福祉風呂 １部屋 

  ○足湯 

  ○ラウンジ 

  ○イベントテラス 

  ○キャンピングカーエリア（ＲＶパーク） など 

 

３ 熱源について 

   給湯に係る熱源については、従来、灯油ボイラーを使用していたが、同 

ボイラーに加え、薪を燃料とするボイラー及び電気ヒートポンプを併用し、 

効率的な施設運営ができるよう検討しています。 
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